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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、新卒看護師の社会化と社会化支援策を評価し、新卒看護師の職場
定着のための社会化支援プログラムを開発することである。
 プログラム開発の基礎資料とするため、新卒看護師の社会化と、社会化支援策である周囲の先輩看護師が行う
「関わり」のモデルの検証を行った。新卒看護師の認識した社会化の状況は就職後5～6ヶ月後の時点では成長途
上にあり、「関わり」を認識することが最も大きく影響を与えていた。臨床現場と連携して関わりの要素から教
育プログラムを提案し、実習指導や新卒看護師の実地指導を担う予定の看護師を対象としての研修会の企画と評
価を行った。

研究成果の概要（英文）：This study was aimed at evaluating socialization support measures for new 
graduate nurses and developing a socialization support program for the work commitment of these 
nurses.
 A model for the socialization of new graduate nurses and “involvement” by the more senior nurses 
around these new graduate nurses (which is a means of providing socialization support) was examined 
to create foundational materials for the development of a socialization support program. 
Circumstances for the socialization of new graduate nurses develop around five to six months after 
beginning work, with the heaviest influencer being the awareness of involvement. A simulation-based 
training program based on involvement was incorporated, implemented, and assessed in a workshop for 
nurses responsible for providing practice and practical guidance to new graduate nurses.

研究分野：基礎看護、看護管理

キーワード： 新卒看護師　社会化
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年新卒看護師の早期離職が問題となっ
ており、新人看護職員研修の制度化により、
看護技術の到達目標や教育方法が提示され
た。しかしながら、リアリティショックの軽
減に有用とされる社会化支援の必要性は認
識されながら社会化の評価や社会化支援の
方法は不明であり、教育担当者が苦慮してい
る現状がある。 
社会化とは、一般的には集団の成員がその
集団の価値を内面化していく過程を指して
いる。組織社会化は「組織に新たに参入した
人がその組織の規範・価値・文化を習得し、
期待されている役割を遂行し、職務を遂行す
る上で必要な技能を獲得することによって
組織に適応すること」であり、うまくいった
結果離職意思が低下する（高橋，2002）。こ
のように組織社会化は個人からみると職場
適応の過程であり、Fisher（1986）によると
新人にとって変化と学習の過程である。新卒
看護師の職場適応については、精神健康度
（水田，2004）や、アイデンティティを獲得
する過程（三輪，2010）としてとらえた研究
がある。申請者らは社会化が学習過程である
ことに注目し、社会化支援プログラムの開発
ができれば、仕事をどう学ぶのかの示唆とな
り、離職防止に加えて専門職業人としての自
立にも有用であると考えた。 
 
２．研究の目的 
新卒看護師の社会化と社会化支援策を評
価し、新卒看護師の職場定着のための社会化
支援プログラムを開発することである。 

 
３．研究の方法 
(1)新卒看護師を対象とした質問紙調査 
新卒看護師の職場定着のための社会化支
援プログラム開発の基礎資料とするために
行った。新卒看護師が社会化に役立ったと認
識した関わりと、その成果としてのリアリテ
ィショックの低減や職場定着などとの関連
性を検討するモデルを開発し、検証すること
を目的とした。 
方法は 200～1300 床の医療機関 235 施設
2350 名の新卒看護師に研究協力を依頼して
無記名自記式質問紙調査を実施し、新卒看護
師の社会化とその影響要因である関わりの
モデルについて、共分散構造分析により検討
した。質問紙の内容は、モデルの適合度は、
GFI、AGFI、CFI、RMSEA を用いて行った。こ
れらの分析には、統計パッケージの SPSS19.0 
for Windows、Amos21 を用いた。 
倫理的配慮は、対象施設の看護部責任者と
研究対象者に対して、研究の趣旨、研究協力
への自由意志の尊重、調査に協力できない場
合でも不利益がないこと、匿名性の保持、プ
ライバシーの保護等について文書に明記し、
質問紙の回収をもって研究への同意が得ら
れたと判断した。研究は所属機関の研究倫理
委員会の許可を得てから開始した。 

①用語の操作的定義 
本研究では使用する用語を次のように定
義した。 
・新卒看護師：看護基礎教育を終え、直ちに
就職して１年目の看護師。 
・社会化：職場の雰囲気や仕事になじみ、チ
ームの一員として周囲との人間関係を良好
に保ち、責任ある適切な行動と安全な看護技
術の提供が一通りできること。本研究では組
織社会化と同義で使用する。 
・新卒看護師の社会化を促進する関わり：新
卒看護師が社会化した状況になることに役
立ったと認識した、先輩、上司、同僚などか
ら受けた、直接的・間接的対応であり、周囲
の先輩看護師が行う社会化支援策である。 
・リアリティショック：新卒看護師が就職後
に教育と臨床の価値の違いにショックを覚
えること。本研究ではバーンアウトスケール
を用いてバーンアウト得点を算出し、その程
度を測定する。 
②質問紙の構成 
・関わり調査票 
先行研究から質問項目を選定し、信頼性と
妥当性を検証して完成した。21 項目について
4 件法で回答を求め、合計値を関わり得点と
し、得点が高いほど関わりを受けていると認
識していることを意味する。  
・新卒看護師の社会化調査票 
 先行研究で得られた 19 項目からなる新卒
看護師の社会化調査票を用いた。19 項目の合
計値を社会化得点とし、得点が高いほど社会
化が進んだ状況にある。 
・Burnout スケール 
Burnout スケールは Pines が開発し稲岡が
日本人の文化、考え方に翻訳修正したもので
あり、バーンアウト状態を特に身体的、心理
的・精神的疲弊ととらえ作成したものであり、
信頼性と妥当性が検証されており、回答者の
得点値は計算式により判断される（稲岡、
1988）。リアリティショックの状態にある新
卒看護師は、身体的症状、不安と不眠、社会
的活動障害、うつ傾向を示すことが報告され
ている（水田、2004；平賀ら、2007）。リア
リティショックにおいて観察される症状と
類似しているため、バーンアウト得点を用い
てリアリティショックの程度が測定できる
と考えた。使用に際しては、翻訳修正者の許
可を得た。 
・属性 
 個人属性である年齢、性別、診療科、基礎
教育課程、組織属性として所属施設の設置主
体、病床数、入院基本区分、所属施設での実
習経験、希望部署への配置の有無、同期採用
者数、就職活動で重要視したこと、新人研修
についての周囲の受け入れに対する認識や
所属施設での仕事継続意思、クリニカルラダ
ーの提示の有無について尋ねた。 
 
(2)新卒看護師とプリセプター看護師を対象
とした質問紙調査 



社会化支援策に対する認識の違いを検討
する目的で行った。 
方法は、600 床程度の同一医療機関に所属
する新卒看護師 32 名とプリセプター看護師
32 名を対象に、無記名自記式質問紙調査を実
施した。 
質問紙の構成は、新卒看護師には関わり調
査票、社会化調査票、Burnout スケールの３
つの尺度と属性調査票からなる質問紙調査
を行い、プリセプター看護師には関わり調査
票からなる質問紙調査を実施した。 
対象施設の看護部責任者と研究対象者に
対して、研究の趣旨、研究協力への自由意志
の尊重、調査に協力できない場合でも不利益
がないこと、匿名性の保持、プライバシーの
保護等について文書に明記し、質問紙の回収
をもって研究への同意が得られたと判断し
た。研究は所属機関の研究倫理委員会の許可
を得た。 
関わり調査票の 21 項目について基礎集計
を行った後、Mann-WhitneyのU検定を行った。 
分析には、SPSS22.0 for Windows を用いた。 
 
(3)シミュレーション型研修会の実施と評価 
①シミュレーション型研修会の実施 
研修プログラムは平成 24 年度から大学教
員と看護部が共同で、看護部の全体的な教育
プログラムとの整合性を図って作成し、「指
導者育成プログラム研修会」として実施した。 
②研修内容の修正と評価 
方法は、研修会のプログラム修正前後の参
加者レポートを比較し、修正したプログラム
内容が有効であったかを評価することを目
的とした。研究対象は、600 床の A 病院に勤
務している次年度実習指導者または実地指
導者を担う予定の看護職員 34 名である。 
前年度の研修参加者のレポート分析結果
から、研修内容の順序を修正し講義の後に演
習を行った。研修内容は、組織の教育システ
ムと指導者の態度・姿勢、対象者の理解とコ
ミュニケーションスキル、教育方法と看護技
術の指導方法である。また、看護技術の指導
方法の内容を修正し、指導目的の明確化や対
象者のとらえ方を意識できるようにした。指
導者としての準備状況や課題について表し
ているものを１内容とし抽出してコードと
し類似性のあるものをカテゴリー化した。質
的分析は複数の研究者で行い妥当性を高め
た。抽出されたカテゴリーについて、平成 24
年度と比較した。対象者には、研究概要、倫
理的配慮について文書と口頭により、十分に
説明し同意を得た。本研究は所属機関の倫理
委員会の承認を得て行った。 
  
４．研究成果 
(1)新卒看護師の社会化と、社会化支援策で
ある周囲の先輩看護師が行う「関わり」のモ
デルの検証 
526 名（回収率 22.4％）から返送を得た。
関わり調査票、社会化調査票、Burnout スケ

ールの３つの尺度と、現在の職場での仕事継
続意思に欠損値のない 456 名（有効回答率
86.7％）を分析対象とした。 
新卒看護師の社会化には「関わり」を認識
することが最も強く影響を与えていた。「社
会化」を経た「関わり」から「離職意思」へ
の負の間接的効果は直接的効果の1.5倍であ
った。「関わり」が「社会化」を介してリア
リティショックと職場定着意思によって表
される「離職意思」を低減することが示唆さ
れた。新卒看護師の社会化を推進することの
重要性が明らかとなった。しかし職場定着意
思の説明率は十分ではないことから、他の要
因を探求する必要がある。適合度指標は、GFI
＝0.983、AGFI＝0.950、CFI＝0.988、RMSEA
＝0.071 であった。モデルの適合度の値から、
仮定したモデルは新卒看護師が認識した社
会化の状況と、社会化支援策である「関わり」
の関連性を検討するモデルとして受容でき
る。 
 
(2) 新卒看護師とプリセプター看護師の社
会化支援策に対する認識の違い 
新卒看護師 31 名、プリセプター看護師
29 名の計 60 名から回収を得た（回収率
93.8％）。欠損値のない新卒看護師 30 名、
プリセプター看護師 28 名の計 58 名（有効
回答率 96.7％）を分析対象とした。 
①新卒看護師の属性 
 新卒看護師の平均年齢は 23.4±0.5 歳、
男性 2 名、女性 28 名であった。所属病棟
は内科系 9 名（30.0％）、外科系 15 名
（50.0％）、その他 6名（20.0％）であった。
所属病棟でプリセプター看護師と同一勤務
をした期間は、「1ヶ月」が 9名（30.0％）、
「1～3 ヶ月」が 7 名（23.3％）、「1～2 週
間」が 4名（13.3％）であった。 
②新卒看護師とプリセプター看護師の社会
化支援策と認識の違いについて 
関わり調査票の平均値の上位 5項目のう
ち、4 項目は新卒看護師とプリセプター看
護師で一致していた。一致している項目は、
【看護技術の経験機会をつくる】【他のスタ
ッフに新卒看護師の指導について協力が得
られるように依頼する】【レベルにあった実
施内容を選んで実施させる】【同様の経験を
したことを話して安心感を与える】であっ
た。 
21 項目について Mann-Whitney の U 検定
を行った。【新卒看護師の行動を見てできて
いることを伝える】新卒看護師 3.37±0.14、
（Mean±SD）プリセプター看護師 3.75±
0.08、【社会人としての身だしなみを見せ
る】新卒看護師 3.63±0.09、プリセプター
看護師 3.29±0.11、【自己研鑽している姿
を見せる】新卒看護師 3.40±0.12、プリセ
プター看護師 2.75±0.14 で有意差がみら
れた（ｐ＜0.05）。21 項目の合計値は、新
卒看護師 72.5±11.6、プリセプター看護師
70.6±7.9 であり、有意差は見られなかっ



た。 
新卒看護師のほとんどがプリセプターと
2 週間から 1 ヶ月程度同じ勤務をすると答
えており、仕事を通して基礎教育で学んだ
看護技術を臨床看護師が行う看護ケアとし
て身につけるための支援を受けていると認
識しており、それらはプリセプター看護師
がそのように心掛けていると認識している
ことと差がないといえた。しかし、【新卒看
護師の行動を見てできていることを伝え
る】ことはプリセプターが認識しているほ
ど新卒看護師には認識がなく、【社会人とし
ての身だしなみを見せる】【自己研鑽してい
る姿を見せる】ことはプリセプターが意識
している以上に新卒看護師には伝わってい
ることを示唆しているといえる。 
新人看護職員研修が組織的に行われ、看
護技術については実地指導者であるプリセ
プター看護師が一緒に行い、【同様の経験を
したことを話して安心感を与える】など新
卒看護師の精神面にも配慮しながら他のス
タッフ看護師の協力を得ながら支援してお
り、そのことに対する認識は新卒看護師と
プリセプター看護師が共有しているといえ
る。しかし、できていることを伝えている
ことについての認識には差があり、自分の
現状がこれでよいのか他者から適切に伝え
ることがより重要であると考えた。社会人
としての姿や自己研鑽など専門職業人とし
ての姿はプリセプター看護師が意識する以
上に見て学ぶ部分と考えられ、意識的にそ
れを伝えていくことを個々の先輩看護師が
意識するとともに、どのような看護師が必
要かを組織として方策をもつことが病院の
組織文化を作る上で重要であることも示唆
された。 
 
(3) シミュレーション型研修会の効果 
①シミュレーション型研修会の実施 
研修プログラムは平成 24 年度から大学教
員と看護部が共同で、看護部の全体的な教育
プログラムとの整合性を図って作成し、「指
導者育成プログラム研修会」として実施した。
研修目的は「所属施設で求められている指導
者としての役割を理解し、後輩を指導できる
能力を習得する」である。研修内容は、組織
の教育システム、教育方法、コミュニケーシ
ョンスキル、対象者の理解、指導者の態度・
姿勢、看護技術の指導方法として、2 日間で
行った。研修内容は、組織の教育システムと
教育方法、および対象者の理解については講
義を行い、指導者の態度・姿勢については、
組織が求める一人前の看護師像を提示した
上で、そのような後輩を育てるために指導者
として求められる態度や姿勢についてグル
ープで話し合い、絵に描いてもらうことを課
題とした。また、コミュニケーションスキル
や看護技術の指導方法は、講義とロールプレ
イング演習を行った。 
 

②研修内容の修正と評価 
指導者としての準備状況は、＜指導方法に
ついての振り返り＞＜指導者役割の自覚＞
など 13 カテゴリーであった。課題は、＜指
導方法＞＜指導者としての姿勢や態度＞＜
看護実践＞など 8 カテゴリーがあげられた。
平成 24年度の 24名があげた学びや課題につ
いてのカテゴリーは＜指導方法＞＜対象者
の理解＞＜自分の指導の振り返り＞など 12
カテゴリーであった。 
修正した指導者育成プログラム参加者の
準備状況は、多様な内容がカテゴリーとして
あげられており、具体的・客観的に自分を評
価できていると考える。課題の内容は平成 24
年度と同様であるが、準備状況を踏まえてよ
り具体的な内容があげられていた。プログラ
ムを修正したことで課題が明確になったた
めと考える。 
看護技術の指導に関する事例検討のグル
ープワークの記録については、今後分析を進
めて次回につなげる予定である。 
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